
本
件
は
、
第
３
回
定
例
会
及
び
第
４

回
定
例
会
（
11
月
７
日
、
11
日
）
の
計

８
回
に
わ
た
り
決
算
特
別
委
員
会
（
岸

田
正
義
委
員
長
）
に
お
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。（
討
論
は
２
面
、
特
集
ペ

ー
ジ
は
８
面
に
掲
載
）

　

11
月
29
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
一

般
会
計
は
、
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立

少
数
に
よ
り
不
認
定
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
４
つ
の
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
）
を
認
定
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
第
４
回

　

定
例
会
日
誌

【
11
月
】

１
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
委
員
会
付

託
、
議
員
提
出
議
案
の
審
議
・
採
決
）

７
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
委
員
会
付

託
）

　
　
　

決
算
特
別
委
員
会

８
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

11
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
、
陳
情
の
委
員

会
付
託
）

　
　
　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

決
算
特
別
委
員
会

13
日　

厚
生
文
教
委
員
会

14
日　

建
設
環
境
委
員
会

15
日　

議
会
運
営
委
員
会

18
日　

総
務
企
画
委
員
会

19
日　

予
算
特
別
委
員
会

21
日　

�

庁
舎
及
び
福
祉
会
館
建
設
等
調
査
特

別
委
員
会

26
日　

�

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特
別
委
員
会

27
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
委
員
会
付

託
）

　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

29
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案
件
の
採
決
、

議
案
の
審
議
・
採
決
、
議
員
提
出
議

案
の
審
議
・
採
決
、
会
期
の
延
長
）

30
日　

�

本
会
議
（
議
員
提
出
議
案
の
審
議
・

採
決
、
陳
情
の
委
員
会
付
託
）

令
和
元
年
第
２
回

　

臨
時
会
日
誌

【
12
月
】

24
日　

�

本
会
議
（
議
員
提
出
議
案
の
審
議
・

採
決
、
会
期
の
延
長
）

25
日　

�

本
会
議
（
議
員
提
出
議
案
の
審
議
・

採
決
）

令
和
元
年
第
２
回
臨
時
会
（
五
十
嵐
京
子
議
長
）
は
、
12
月
24
日
に
開
会
し
、

１
日
間
の
会
期
延
長
を
経
て
、
12
月
25
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
こ
の
臨
時
会
は
、

令
和
元
年
12
月
８
日
に
行
わ
れ
た
小
金
井
市
長
選
挙
及
び
小
金
井
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
後
、
初
め
て
開
催
さ
れ
た
議
会
で
す
。

冒
頭
、
西
岡
真
一
郎
市
長
の
再
任
挨
拶
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
委
員
会
等
の

委
員
構
成
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
金
井
市
長
選
挙
の
立
候
補
者
に

対
す
る
選
挙
管
理
委
員
会
の
対
応
に
つ
い
て
、
３
名
の
議
員
が
緊
急
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
件
に
つ
い
て
市
議
会
と
し
て
監
査
委
員
に
監
査
を
請

求
す
る
提
案
を
し
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
（
五
十
嵐
京
子
議
長
）
は
、
11
月
１
日
に
開
会
し
、

１
日
間
の
会
期
延
長
を
経
て
、
11
月
30
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
な
お
、
小
金
井

市
長
選
挙
に
立
候
補
す
る
た
め
、
10
月
31
日
付
け
で
河
野
律
子
議
員
、
11
月
８

日
付
け
で
森
戸
洋
子
議
員
が
辞
職
し
た
た
め
、
今
定
例
会
に
お
い
て
２
人
欠
員

（
定
数
24
人
）
と
な
り
ま
し
た
。

平
日
に
傍
聴
へ
来
ら
れ
な
い
方
に
も
議

会
の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
日

曜
議
会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
市
長

の
施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

時　

２
月
23
日（
日
）午
前
10
時
か
ら

場　

所　

議
場（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）

そ
の
他　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

森
戸
洋
子
議
員
が
辞
職
し
、
副
議
長

が
空
席
と
な
っ
た
た
め
、
11
月
11
日
に

副
議
長
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。
投
票

の
結
果
、
板
倉
真
也
議
員
（
日
本
共
産

党
小
金
井
市
議
団
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

（
就
任
あ
い
さ
つ
は
４
面
に
掲
載
）

副
議
長
選
挙
は
投
票
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
◎
は

当
選
人
）

◎
板
倉　

真
也

　
（
日
本
共
産
党
小
金
井
市
議
団
）�

21
票

　

欠
席�

１
名

選
挙
開
票
結
果

https://twitter.com/koganei_gikai
市議会の情報をツイッターで発信しています。

関野町餅つき保存会の皆さんによる正月イベント（江戸東京たてもの園にて）

第
４
回
定
例
会
の
概
要

副
議
長
に
板
倉
真
也
議
員
を
選
出

平
成
30
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

西岡市長が再選　市議会議員補欠選挙で２名が初当選

一
般
会
計
決
算
を
不
認
定

第
２
回
臨
時
会
の
概
要

日
曜
議
会
を
開
催
し
ま
す

小
金
井
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
後
の
議
会
構
成
や
各
議
員
の
連

絡
先
等
は
４
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

474億157万円474億157万円
歳入

市税
214億5,121万円　
　　　　　　45.3%

国庫支出金
82億4,992万円　17.4%

その他
60億   661万円　12.7%

繰越金
26億3,681万円　  5.6%
地方消費税交付金
20億1,227万円　 4.2%

都支出金
70億4,475万円　14.9%

歳出
455億8,708万円455億8,708万円

その他
　2億4,929万円　  0.5%
議会費
　3億6,677万円　  0.8%
消防費
14億 8,452万円　  3.3%
公債費
25億　341万円　  5.5%
教育費
32億1,757万円　  7.1%
衛生費
41億7,059万円　  9.1%

民生費
206億4,787万円　45.3%

土木費 71億　 356万 円　 15.6%
総務費　 58億4,350万円　12.8%

一般会計歳入・歳出決算の内訳
※円グラフの決算額は千円の位を
四捨五入しているため、構成率の
合計が100％にならない場合が
あります。

２年連続

令和元年
第 4回定例会
第268号

令和2年（２０20年）
2月5日発行市議会だより

こがねい
発行：小金井市議会
編集：広報協議会

小金井市議会
ホームページアドレス

〒184-8504
小金井市本町六丁目 ６ 番 ３ 号
TEL（042）387－9947（直通）
FAX（042）387－1225

https://www.city.koganei.lg.jp/
　　 　 shisei/gikaijimukyoku/ 



各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

決
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

沖
浦
あ
つ
し
（
み
ら
い
）

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
抑
制
し
、

市
税
歳
入
の
確
保
、
行
財
政
改
革
、

人
材
育
成
、
基
金
積
み
増
し
と
、
地

方
債
の
返
済
が
中
長
期
的
に
大
切
で

あ
る
。
本
市
で
は
子
ど
も
の
人
口
が

今
後
５
年
で
約
２
割
増
と
多
摩
地
域

ト
ッ
プ
に
、
来
年
は
平
均
年
齢
が

44
・
１
歳
と
多
摩
地
域
で
一
番
若
い

ま
ち
に
な
る
と
の
東
京
都
の
人
口
推

計
が
あ
り
、
子
育
て
世
帯
に
選
ば
れ

る
ま
ち
と
し
て
客
観
的
評
価
を
受
け

て
い
る
。
高
齢
者
福
祉
へ
更
に
注
力

で
き
る
持
続
可
能
な
市
政
運
営
の
好

循
環
を
生
む
基
盤
づ
く
り
の
決
算
年

度
と
な
っ
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

決
算
年
度
を
一
言
で
言
う
と
、
市

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
問
わ
れ
る

一
年
で
あ
っ
た
。
数
々
の
事
務
上
の

ミ
ス
が
発
覚
し
、
対
応
も
遅
れ
た
。

会
計
処
理
の
方
針
が
決
め
ら
れ
な
い

ま
ま
継
続
審
査
と
な
っ
た
こ
と
は
、

議
案
提
出
の
姿
勢
そ
の
も
の
が
問
わ

れ
る
。
法
的
整
理
の
た
め
に
本
来
業

務
に
支
障
を
来
せ
ば
、
大
き
な
損
失

で
あ
る
。
関
係
部
署
と
適
切
な
連
携

が
な
さ
れ
る
よ
う
、
ト
ッ
プ
か
ら
も

指
示
を
出
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
今
後

は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
推
進
、

ま
た
万
一
問
題
が
生
じ
た
際
の
対
応

に
つ
い
て
も
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

平
成
30
年
度
は
、
西
岡
市
長
の
政

治
姿
勢
を
象
徴
す
る
年
度
で
あ
っ
た

環
境
が
必
要
で
あ
る
。
不
適
切
な
事

務
執
行
や
会
計
処
理
の
ミ
ス
は
、
市

民
の
行
政
へ
の
信
頼
を
損
な
う
。
緊

張
感
あ
る
事
務
執
行
を
求
め
る
。

と
言
え
る
。
ま
ず
、
職
員
の
勤
勉
手

当
の
増
額
予
算
に
つ
い
て
、
提
案
・

削
除
・
復
活
提
案
と
続
き
、
そ
の
分

か
り
に
く
い
財
政
運
営
は
市
民
を
欺

く
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
社
会
福

祉
委
員
へ
の
報
酬
誤
支
給
問
題
で
は
、

脆
弱
な
内
部
統
制
の
実
態
が
発
覚
し

た
。
さ
ら
に
、
市
長
就
任
年
度
で
、

59
億
円
だ
っ
た
人
件
費
は
年
々
増
大

し
続
け
、
今
年
度
予
算
で
63
億
７
千

万
円
を
組
む
事
態
に
陥
っ
て
い
る
。

ま
さ
に
、
人
件
費
の
増
大
を
顧
み
な

い
放
漫
経
営
で
あ
っ
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

反
対
の
理
由
の
第
一
は
、
市
民
生

活
に
冷
た
い
決
算
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
第
二
に
、
多
額
の
繰
越
金
の
一

方
、
市
民
犠
牲
の
行
革
が
行
わ
れ
、

結
論
あ
り
き
の
進
め
方
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
第
三
に
、
大
型
開
発
優
先

の
税
金
の
使
い
方
に
な
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
第
四
に
、
学
務
課
職
員

の
会
計
事
務
処
理
問
題
は
、
解
決
の

た
め
の
法
的
整
理
が
つ
か
ず
継
続
審

査
と
な
る
事
態
と
な
り
、
市
長
自
身

の
法
令
遵
守
の
責
任
が
問
わ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
第
五
に
、
無
責
任

な
公
約
を
掲
げ
た
市
長
の
責
任
が
厳

し
く
問
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

職
員
に
よ
る
学
校
の
光
熱
水
費
な

ど
の
立
替
払
が
あ
り
、
誰
も
気
付
か

ず
そ
の
金
額
は
決
算
書
に
載
ら
な
か

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
不
完
全
な
決
算

は
当
然
認
定
で
き
な
い
。
こ
の
不
適

切
な
会
計
事
務
処
理
は
、
不
適
切
な

職
員
配
置
に
端
を
発
し
て
い
た
と
考

え
る
。
職
員
の
能
力
を
い
か
す
た
め
、

年
度
途
中
で
の
配
置
換
え
も
タ
ブ
ー

と
し
な
い
適
材
適
所
の
配
置
と
、
ヘ

ル
プ
を
出
せ
る
風
通
し
の
良
い
職
場

さ
れ
よ
う
と
し
た
同
様
の
決
議
は
、

提
案
会
派
以
外
か
ら
疑
義
が
出
さ
れ

取
り
下
げ
ら
れ
た
経
過
も
あ
っ
た
。

祝
意
は
個
人
的
問
題
で
あ
り
、
多
様

な
価
値
観
を
持
つ
市
民
の
付
託
を
受

け
た
市
議
会
が
賀
詞
を
贈
る
こ
と
は

な
じ
ま
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
つ
な
が
る
）

天
皇
の
ご
即
位
に
つ
い
て
、
市
民

に
も
議
員
に
も
お
祝
い
の
気
持
ち
を

持
つ
方
が
い
る
一
方
、
信
教
や
思
想

等
の
理
由
で
、
淡
々
と
受
け
止
め
て

い
る
方
、
あ
る
い
は
抵
抗
感
の
あ
る

方
も
い
る
。
天
皇
の
ご
即
位
に
対
す

る
お
祝
い
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

気
持
ち
や
立
場
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
憲
法
19
条
の
「
思
想
及
び

良
心
の
自
由
」
に
も
関
わ
る
と
考
え

る
。
多
様
な
市
民
の
信
託
を
受
け
た

多
様
な
議
員
が
い
る
市
議
会
が
、
賀

詞
決
議
を
あ
げ
る
こ
と
は
適
切
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

陳
情
に
反
対
す
る
。

　

11
月
27
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会
（
遠
藤
百
合
子
委
員

長
）
に
付
託
し
、
同
日
の
委
員
会
で

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
学
校

管
理
費
に
お
け
る
不
適
切
な
会
計
事

務
処
理
問
題
に
お
い
て
、
当
該
元
職

員
が
私
費
で
支
払
っ
た
費
用
の
請
求

に
応
じ
る
た
め
の
、
事
務
管
理
に
係

る
返
還
金
（
光
熱
水
費
及
び
電
話

料
）
を
含
む
「
教
育
委
員
会
事
務
局

事
務
に
要
す
る
経
費
」（
92
万
７
千

円
）
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　

11
月
29
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�
た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

日
本
共
産
党
小
金
井
市
議
団
は
、

学
校
管
理
費
の
不
適
切
な
会
計
事
務

処
理
に
お
け
る
私
費
払
さ
れ
た
水
道

料
金
に
つ
い
て
、
当
該
元
職
員
の
意

思
を
尊
重
し
、
返
還
請
求
が
あ
れ
ば
、

市
が
返
還
す
る
こ
と
は
妥
当
な
こ
と

と
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
方
法
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
法
的
根
拠
を
持
っ

た
や
り
方
で
行
う
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
市
は
他
に
考
え
得
る
様

々
な
方
法
の
検
証
を
行
っ
て
お
ら
ず
、

法
的
根
拠
が
明
確
に
示
せ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
継
続
審
査
が
必
要
で

あ
り
、
賛
成
は
で
き
な
い
た
め
、
反

対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

こ
の
問
題
に
お
い
て
市
が
行
う
べ

き
こ
と
は
、
水
道
局
や
電
話
会
社
に

対
し
て
、
自
ら
債
務
を
弁
済
す
る
方

策
を
講
じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
努
力
の
痕
跡
は
全
く
見
受

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

鈴
木
成
夫
（
み
ら
い
）

小
金
井
市
は
、
終
戦
直
後
に
上
皇

陛
下
が
お
暮
ら
し
に
な
り
、
皇
室
と

は
深
い
ご
縁
が
あ
る
。
ご
即
位
を
お

祝
い
す
る
気
持
ち
は
多
く
の
市
民
と

変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
市
議
会
が

陛
下
に
関
す
る
内
容
を
取
り
扱
う
場

合
は
全
会
一
致
が
望
ま
し
く
、
異
論

が
出
て
し
ま
う
状
況
は
陛
下
に
失
礼

と
考
え
る
。
第
3
回
定
例
会
で
提
案

令
和
２
年
１
月
か
ら
、

小
金
井
市
議
会
の
ツ
イ
ッ

タ
ー
の
運
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
本
会
議
や
各
委
員

会
等
の
開
催
、
進
行
、
内

容
に
関
す
る
情
報
等
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
、
小
金
井
市
議
会
の
ツ

イ
ッ
タ
ー
に
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

け
ら
れ
な
い
。
当
該
元
職
員
が
水
道

局
や
電
話
会
社
の
費
用
の
返
還
を
求

め
る
の
は
、
証
拠
書
類
を
自
ら
廃
棄

し
た
た
め
、
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
は
自
業
自
得
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

市
当
局
が
、
状
況
証
拠
の
み
で
当
該

元
職
員
に
対
し
て
支
払
う
ス
キ
ー
ム

を
構
築
し
た
の
で
は
な
い
か
。
市
当

局
と
当
該
元
職
員
の
「
な
れ
合
い
」

が
感
じ
ら
れ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

現
行
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
、
前
市
政
時
代
に
策
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
に
新
た
な
市

長
が
誕
生
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
自
ら

の
政
策
意
思
に
従
っ
て
、
計
画
の
見

直
し
を
行
う
こ
と
は
当
然
で
、
あ
り

得
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
市

政
時
代
に
策
定
さ
れ
た
計
画
に
寄
り

掛
か
り
、
そ
の
計
画
の
範
囲
内
で
物

事
を
考
え
て
い
く
。
こ
れ
が
西
岡
市

長
の
ス
タ
ン
ス
と
な
っ
て
い
る
。
日

本
共
産
党
小
金
井
市
議
団
は
、
小
金

井
市
の
貴
重
な
自
然
環
境
と
生
態
系

を
守
り
抜
く
た
め
に
全
力
で
奮
闘
す

る
。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

厚生文教委員会
1月14日（火）午前10時
▶小金井市子どもの権利に関する条例の一部を改
正する条例　▶（仮称）スポーツ振興審議会の設
置を求める陳情書　▶スポーツ関連 ３施設に設置
されている自販機の収益の公平な分配を求める陳
情書　▶（公財）小金井市体育協会理事による不
正受給金返還の確認を求める陳情書　▶福祉的視
点から、母子・父子自立支援員（兼婦人相談員）
体制の充実と、非常勤化体制の検証を求める陳情
書　▶小金井市保健福祉総合計画に関する諸問題
の調査　▶子ども施策に関する諸問題の調査　▶
社会教育施策に関する諸問題の調査

議会運営委員会
1月29日（水）午前10時
2 月14日（金）午後 ２時
▶小金井市議会議員定数条例の一部を改正する条
例　▶議員定数に関する公聴会の議論を踏まえ小

金井市議会は市民意思の代弁者か判定者かまず明
らかにしていただくこと等を求める陳情書　▶議
会改革に関する諸問題の調査　▶①次期定例会
（臨時会を含む。）の会期及び会議日割等、議会運
営に関する調査、②議会の会議規則、委員会条例
等に関する調査、③議会運営に関する議長の諮問
事項について

総務企画委員会
2月 3日（月）午前10時
▶公文書管理条例の制定を求める陳情書　▶自動
車等の「武蔵野ナンバー」及び「デザインナンバ
ー」導入に向けた検討を求める陳情書　▶財務会
計ルールの全庁的な見直しと不祥事等非違行為が
あった際の危機管理の在り方の改善を求める陳情
書　▶東小金井駅北口まちづくり事業用地の活用
に向けて整備基金の創設を求める陳情書　▶次世
代を生きる市民の為の≪行政サービスのあり方≫
についての陳情書　▶平成２９年市議会議員選挙
で、立候補者が市の指定管理である施設の名簿を

選挙活用した事が法令に照らし適正だったかの検
証陳情書　▶都選管の収支報告書に記載されてい
る寄附の事実解明を求める訴え陳情書　▶小金井
市公共施設等総合管理計画の進捗状況と方針につ
いての諸問題の調査　▶地域防災、減災及び被災
者支援についての諸問題の調査

行財政改革推進調査特別委員会
2月12日（水）午前10時
▶行財政改革のさらなる推進に向けて、事務事業
評価シートの速やかな作成を求める陳情書　▶行
財政改革の推進に係る諸問題の調査

建設環境委員会
▶駅周辺整備に関する調査　▶市内都市計画、自
然環境及び住環境に関する調査　▶資源循環社会
形成に関する調査

庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
▶庁舎及び福祉会館建設等に係る諸問題の調査

引き続き審査する案件

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆

令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
か
ら
、

議
員
提
出
議
案
（
条
例
、
意
見
書
、

決
議
等
）
の
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

審
議
し
た
主
な
議
案

平
成
30
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
回
）

天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝

「
賀
詞
」決
議
に
関
す
る
陳
情
書

都
市
計
画
道
路
小
金
井
３
・

４
・
１
号
線
及
び
３
・
４
・

１１
号
線
の
計
画
及
び
概
略
設

計
に
関
す
る
陳
情
書

市議会の情報を
ツイッターで発信します

議
員
提
出
議
案
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
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　　○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
　　／：議員辞職のため採決には加わらず（※１）　－：議員として在籍せず（※2） 議

　
決
　
結
　
果

付
　
託
　
先

自 公 み 共 お 会 情 改 ネ 市 緑

清
水
　
が
く

吹
春
や
す
た
か

湯
沢
　
綾
子

五
十
嵐
京
子

遠
藤
百
合
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

紀
　
由
紀
子

宮
下
　
　
誠

村
山
ひ
で
き

鈴
木
　
成
夫

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

水
上
　
洋
志

た
ゆ
　
久
貴

板
倉
　
真
也

森
戸
　
洋
子

白
井
　
　
亨

水
谷
た
か
こ

斎
藤
　
康
夫

渡
辺
　
大
三

篠
原
ひ
ろ
し

田
頭
　
祐
子

片
山
　
　
薫

坂
井
え
つ
子

議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　�即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会
　　　　　　決：決算特別委員会

第
４
回
定
例
会

平成３０年度小金井市一般会計歳入歳出決算の認定について 決 － × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ／ × － × × △ × × × 不認定

平成３０年度小金井市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 決 － ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ／ ○ － ○ × ○ × × × 認　定

平成３０年度小金井市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 決 － ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

平成３０年度小金井市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 決 － ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

平成３０年度小金井市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 決 － ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ／ ○ － ○ ○ ○ × × × 認　定

令和元年度小金井市一般会計補正予算（第 ６回） 予 － ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ／ ○ － ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

令和元年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第 １回） 予 － ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和元年度小金井市下水道事業特別会計補正予算（第 ２回） 予 － ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和元年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第 ２回） 予 － ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法
律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 総 － ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小金井市手数料条例の一部を改正する条例 総 － ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ － ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

小金井市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例 厚 － ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小金井市道路占用条例の一部を改正する条例 建 － ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小金井市立公園条例の一部を改正する条例 建 － ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小金井市下水道条例の一部を改正する条例 建 － ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小金井市下水道事業の設置等に関する条例 建 － ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ／ ○ － ○ × ○ ○ × ○ 原案可決

令和元年度小金井市一般会計補正予算（第 ７回） 予 － ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ／ ○ － × × △ ○ × ○ 原案可決

小金井市民交流センターの指定管理者の指定について 総 － ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

損害賠償の額を定め、和解することについて 即 － ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

小金井市議会運営委員会条例の一部を改正する条例(議員提案) 即 － ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第
２
回
臨
時
会

小金井市議会運営委員会条例の一部を改正する条例(議員提案) 即 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小金井市選挙管理委員会による不正な公職選挙法解釈事件に係る監査請求について（議員提
案） 即 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ 原案可決

※　可否同数の場合、議長が可否を決定します。

※1　森戸洋子議員については、議員辞職をする前までの採決態度を掲載しています。
※2　清水がく議員と水谷たかこ議員については、選挙後となる第2回臨時会より採決態度を掲載しています。

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　公：小金井市議会公明党　　み：みらいのこがねい　　　共：日本共産党小金井市議団　　　お：小金井をおもしろくする会　　会：こがねい市民会議
情：情報公開こがねい　　　　　　改：改革連合　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　市：市民といっしょにカエル会　　緑：緑・つながる小金井

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
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京
子
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宮
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成
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岸
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沖
浦
あ
つ
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水
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洋
志

た
ゆ
　
久
貴

板
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真
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白
井
　
　
亨

斎
藤
　
康
夫

渡
辺
　
大
三

篠
原
ひ
ろ
し

田
頭
　
祐
子

片
山
　
　
薫

坂
井
え
つ
子件　　名 要　　旨

請願・陳情の審議結果
付託先略称　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　議：議会運営委員会

小金井市道路新設問題に関す
る陳情書

道路新設問題について、①東京都知事に対してマニフェストの再確認と見直しを
再要請、②市長の態度を明確化、③「環境共生モデル都市宣言」の検討及び制定、
④都市計画マスタープランの修正及び改定等を求める。

建 × × 議 × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

都市計画道路小金井３・４・１号
線及び３・４・１１号線の計画及び
概略設計に関する陳情書

はけの森や野川などの自然環境と美しい景観が破壊される計画となっている都市
計画道路 ３・４・１ 号線と ３・４・１１号線について、計画と概略設計を見直すよう東
京都に対して申入れを行うことを求める。

建 × × 議 × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

天皇陛下御即位奉祝「賀詞」決
議に関する陳情書

既に衆議院や参議院を始めとする各議会で天皇陛下御即位奉祝に関する賀詞決議
がなされている。小金井市は、上皇陛下が終戦直後にお暮らしになるなど、皇室と
は深いご縁があるため、市議会においても同様の決議を求める。

総 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × △ ○ ○ ○ × × × 採　択 
（議長裁決※）

議会「ゆるキャラ」の活用によ
る分かりやすい議会広報の実
施を求める陳情書

①市議会においても「ゆるキャラ」を活用すること、②素材として、市の鳥「カワ
セミ」や市の虫「カンタン」などをモチーフに公募による作画とすること、③過剰
な予算はかけずに作成すること等を求める。

議 × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × 不採択

市議会主催の議会報告会を定
例議会終了ごとに実施するこ
と等を求める陳情書

①令和 ２年度から、定例議会終了ごとに議会報告会を開催すること、②令和元年度
の適切な時期に、庁舎及び福祉会館建設基本設計についての議員と市民の意見交
換会を複数回実施すること等を求める。

議 × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ × ○ ○ ○ 不採択

請願・陳情の審議未了の取扱
を止めることを求める陳情書

一切議論も説明もせず、請願者又は陳情者の声をなかったことにすることのない
よう、①請願又は陳情を「審議未了」とすることをやめること、②「審議未了」と
するならば、請願者又は陳情者に対し、理由を明らかにすること等を求める。

議 × × 議 × × × × × × × × × × × × × × △ × × × × 不採択

学務課職員による「任意の寄
付」に返還請求権はなく、返還
しないこと等を求める陳情書

学務課職員による「任意の寄付」に対し、①法的に返還請求権がないことを確認し
た上で事務執行するよう要請すること、②市の歳入とすること、③遅延利息の公費
支払いについて、当該職員に損害賠償を求めること等を求める。

厚 × × 議 × × × × × × × × × × × × × × △ △ × ○ × 不採択
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議席
番号 氏　名 所属会派 住　　　所 電話番号 FAX番号

1 清水　がく 自由民主党・信頼の小金井 本町2-14 -13　菱和パレス武蔵小金井502 042 -383 -5477 （同左）

2 村山ひでき みらいのこがねい 本町6-13 -17　サンライズ武蔵小金井702 042 -386 -5543 042 -386 -5560

3 鈴木　成夫 みらいのこがねい 貫井南町1-26 -21 042 -386 -1356 042 -301 -9886

4 岸田　正義 みらいのこがねい 桜町1-10 -24 042 -383 -1819 （同左）

5 沖浦あつし みらいのこがねい 中町3-22 -14 -410　武蔵小金井ハイデンス 042 -383 -8411

6 白井　　亨 小金井をおもしろくする会 東町3-8 -16　エストメルベーユ102 080 -4004 -5927

7 水谷たかこ 小金井をおもしろくする会 東町4-30 -13 042 -315 -6001

8 坂井えつ子 緑・つながる小金井 桜町1-13 -6 090 -1796 -7652

9 吹春やすたか 自由民主党・信頼の小金井 貫井北町1-14 -6　ハウスセルレア201 080 -8116 -0866 042 -306 -6680

10 湯沢　綾子 自由民主党・信頼の小金井 東町4-6 -17　ソレイユ201 042 -316 -5504 042 -316 -5525

11 渡辺ふき子 小金井市議会公明党 緑町1-5 -8 042 -304 -9568 （同左）

12 小林　正樹 小金井市議会公明党 桜町1-9 -29　ベルビラージュ桜町101 070 -6947 -6078 042 -387 -7769

13 斎藤　康夫 こがねい市民会議 前原町5-20 -32（16） 042 -382 -0911 （同左）

14 田頭　祐子 生活者ネットワーク 貫井北町5-23 -7 042 -326 -3132 （同左）

15 片山　　薫 市民といっしょにカエル会 前原町5-9 -6 090 -2460 -9303

16 たゆ　久貴 日本共産党小金井市議団 貫井北町1-25 -7 　シルキーゼファーⅣ101号室 042 -203 -1362 （同左）

17 五十嵐京子 自由民主党・信頼の小金井 本町3-8 -9 -312　ニュー小金井マンション 042 -384 -9920 （同左）

18 遠藤百合子 自由民主党・信頼の小金井 貫井南町4-13 -9 042 -384 -3401 （同左）

19 紀　由紀子 小金井市議会公明党 中町3-23 -19 042 -384 -3812 （同左）

20 宮下　　誠 小金井市議会公明党 貫井南町4-18 -3 042 -301 -9882

21 篠原ひろし 改革連合 本町4-13 -9 042 -385 -1224

22 渡辺　大三 情報公開こがねい 中町3-26 -15　第三畑山コーポ301 090 -3345 -6929 042 -381 -5074

23 板 倉 真 也 日本共産党小金井市議団 貫井南町4-20 -31 042 -386 -0404 （同左）

24 水 上 洋 志 日本共産党小金井市議団 東町5-17-9 042 -301 -9521 （同左）

時
代
が
「
令
和
」
に
変
わ
っ
て
も
、

市
民
生
活
に
改
善
の
兆
し
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
。
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、

一
層
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。
同
時
に
、

新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建

当選　 １回
会派　自由民主党・信頼の小金井
役職　総務企画委員
　　　行財政改革推進調査特別委員
　　　都市計画審議会委員
　　　広報協議会委員

　議員の補欠選挙に伴い、12 月 24 日の臨時会において、一部の委員会等の構成を変更しました。変更のあった委員会等におけ
る新たな委員は以下のとおりです。

市議会議員補欠選挙
に 伴 う 議 会 人 事

当選　 １回
会派　小金井をおもしろくする会
役職　建設環境委員
　　　議会運営委員
　　　行財政改革推進調査特別委員
　　　小金井市土地開発公社評議員
　　　会評議員

設
や
議
会
改
革
で
は
、
様
々
な
意
見

や
考
え
が
あ
る
中
で
も
、
一
歩
ず
つ

前
に
進
む
よ
う
に
全
力
を
尽
く
し
ま

す
。
12
月
の
選
挙
戦
を
終
え
、
小
金

井
市
議
会
に
新
た
な
顔
ぶ
れ
が
加
わ 期

数　

７
期
目

年
齢　

60
歳

会
派　

日
本
共
産
党
小
金
井
市
議
団

役
職　

�

建
設
環
境
委
員
、
庁
舎
及
び
福
祉

会
館
建
設
等
調
査
特
別
委
員
他

り
ま
し
た
。
言
論
の
府
に
ふ
さ
わ
し

い
、
切
磋
琢
磨
す
る
議
会
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
24
人
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
、
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ

さ
い
。

小 金 井 市 議 会 議 員 名 簿

名　称 氏　　　名

総 務 企 画 委 員 ◎村山ひでき ○片山　　薫 清水　がく 鈴木　成夫
　湯沢　綾子 　たゆ　久貴 宮下　　誠 渡辺　大三

厚 生 文 教 委 員 ◎紀　由紀子 ○沖浦あつし 白井　　亨 坂井えつ子
　渡辺ふき子 　田頭　祐子 五十嵐京子 水上　洋志

建 設 環 境 委 員 ◎斎藤　康夫 ○吹春やすたか 岸田　正義 水谷たかこ
　小林　正樹 　遠藤百合子 篠原ひろし 板倉　真也

議 会 運 営 委 員 ◎小林　正樹 ○岸田　正義 水谷たかこ 坂井えつ子
　吹春やすたか 　斎藤　康夫 遠藤百合子 水上　洋志

庁 舎 及 び 福 祉 会 館
建 設 等 調 査 特 別 委 員

◎白井　　亨 ○渡辺ふき子 村山ひでき 鈴木　成夫
　坂井えつ子 　吹春やすたか 湯沢　綾子 小林　正樹
　斎藤　康夫 　たゆ　久貴 篠原ひろし 板倉　真也

行 財 政 改 革 推 進
調 査 特 別 委 員

◎遠藤百合子 ○水上　洋志 清水　がく 岸田　正義
　沖浦あつし 　水谷たかこ 田頭　祐子 片山　　薫
　紀　由紀子 　宮下　　誠 渡辺　大三

名　称 氏　　　名

都 市 計 画 審 議 会 委 員
　清水　がく 　村山ひでき 白井　　亨 吹春やすたか
　渡辺ふき子 　斎藤　康夫 片山　　薫 紀　由紀子
　水上　洋志

消防団運営審議会委員 　鈴木　成夫 　遠藤百合子 渡辺　大三

小金井市土地開発公社
評 議 員 会 評 議 員

　鈴木　成夫 　岸田　正義 沖浦あつし 白井　　亨
　水谷たかこ 　坂井えつ子 湯沢　綾子 斎藤　康夫
　田頭　祐子 　五十嵐京子 紀　由紀子 宮下　　誠
　篠原ひろし 　渡辺　大三 板倉　真也 水上　洋志

名　称 氏　　　名

広 報 協 議 会 委 員

◎渡辺　大三 ○たゆ　久貴 清水　がく 村山ひでき
　岸田　正義 　白井　　亨 坂井えつ子 吹春やすたか
　渡辺ふき子 　小林　正樹 斎藤　康夫 田頭　祐子
　片山　　薫 　篠原ひろし

委 員 会 等 の 構 成 の 変 更

市議会の委員会の委員

市長や教育委員会等が設置している各種審議会等の委員

その他の委員

◎委員長　○副委員長

◎座長　○副座長

　建設環境委員会の委員長を選出し
ました。

清
し

水
みず

　がく

水
みず

谷
たに

たかこ

板い
た

倉く
ら

　
真し

ん

也や

小
金
井
市
議
会
副
議
長

副議長就任ご挨拶

新議員の紹介

新委員長の紹介

斎
さい

藤
とう

　康
やす

夫
お
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?!（5面～7面） 11月 ８日、11日

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問

会
派
の
略
称

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井
（公 明 党）　小金井市議会公明党
（み ら い）　みらいのこがねい
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（市 民 会 議）　こがねい市民会議

（情 報 公 開）　情報公開こがねい
（改 革 連 合）　改革連合
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（市民カエル）　市民といっしょにカエル会
（緑・つながる）　緑・つながる小金井

鈴
木
成
夫

（
み
ら
い
）

台
風
19
号
接
近
に
伴
う
市
の

対
応
と
、
今
回
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
課
題
は
何
か
。

総
務
部
長　

台
風
19
号
は
、

最
大
級
の
台
風
で
あ
る
こ
と
が

気
象
予
報
で
示
さ
れ
、
市
民
か

ら
の
避
難
所
開
設
に
関
す
る
問

合
せ
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、

早
い
時
期
か
ら
避
難
所
開
設
を

検
討
し
、
10
月
10
日
に
警
戒
本

部
を
立
ち
上
げ
、
自
主
避
難
所

と
し
て
小
学
校
４
校
と
土
砂
災

害
対
応
避
難
所
と
し
て
友
愛
会

館
と
三
楽
集
会
所
を
開
設
す
る

方
針
を
決
定
し
た
。
自
主
避
難

所
に
は
水
や
食
料
、
毛
布
等
の

用
意
が
な
い
こ
と
を
中
心
に
、

多
く
の
市
民
か
ら
問
合
せ
や
苦

情
を
い
た
だ
い
た
。
い
ず
れ
も

渡
辺
ふ
き
子

（
公
明
党
）

❶
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
受

け
入
れ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
住
宅
へ
の
登
録
が
進
ま
な
い
。

調
布
市
の
居
住
支
援
協
議
会

（
す
ま
い
サ
ポ
ー
ト
調
布
）
を

参
考
に
、
福
祉
と
住
宅
施
策
を

一
体
的
に
進
め
る
べ
き
。

都
市
整
備
部
長　

福
祉
部
門

や
居
住
支
援
法
人
と
連
携
し
て

始
め
た
居
住
支
援
庁
内
連
絡
会

議
を
活
用
し
て
横
断
的
な
情
報

連
携
に
努
め
、
先
進
市
の
視
察

等
も
行
い
な
が
ら
、
情
報
収
集

や
施
策
の
研
究
を
行
う
。

❷
ア
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓
練

の
実
施
強
化
と
と
も
に
、
避
難

所
で
の
生
活
を
考
え
、
飼
育
マ

ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
学
ぶ
必
要
が

あ
る
。
動
物
愛
護
週
間
な
ど
を

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

本
年
10
月
に
行
財
政
改
革
市

民
会
議
か
ら
提
出
さ
れ
た
提
言

に
は
、
市
の
行
財
政
改
革
は
不

十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ア
西
岡
市

長
就
任
後
、
自
ら
が
財
政
運
営

の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
示
し

た
経
常
収
支
比
率
が
急
激
に
悪

化
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、
市
長
が
一
番
に
掲
げ
る

「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
を
目

指
す
一
方
で
、
経
常
収
支
比
率

が
悪
化
す
る
こ
と
は
仕
方
が
な

い
と
い
う
趣
旨
の
見
解
を
示
さ

れ
た
こ
と
は
、
公
約
と
の
開
き

が
あ
り
、
市
民
に
は
受
け
入
れ

難
い
。
今
で
も
同
じ
見
解
か
。

イ
市
長
は
、
職
員
の
適
正
配
置

と
削
減
に
よ
る
人
件
費
削
減
を

宮
下　

誠

（
公
明
党
）

西
岡
市
政
４
年
間
で
、
市
議

会
が
全
会
一
致
で
可
決
し
た
決

議
は
28
件
、
そ
の
中
で
市
長
宛

て
と
明
確
に
分
か
る
も
の
は
18

件
で
あ
り
、
市
政
や
市
民
生
活

の
現
状
に
即
し
、
行
政
か
ら
の

提
案
が
不
十
分
と
す
る
指
摘
や
、

議
会
か
ら
の
具
体
的
な
提
案
、

ま
た
、
市
長
の
行
政
運
営
に
対

し
て
厳
し
く
追
及
す
る
内
容
等

で
あ
っ
た
。
ア
決
議
の
中
で
特

に
多
い
の
が
新
庁
舎
・（
仮

称
）
新
福
祉
会
館
建
設
関
連
で

あ
る
。
市
長
に
猛
省
を
促
し
、

責
任
を
問
う
決
議
等
が
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

決
議
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
う

対
応
し
た
の
か
、
総
括
的
に
問

う
。
イ
18
件
の
う
ち
問
責
決
議

は
４
件
も
あ
っ
た
。
市
長
は
、

こ
の
４
年
間
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
き
た
の
か
。

市
長　

ア
議
会
か
ら
厳
し
い

指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
ま
ず
は

本
年
度
末
ま
で
に
基
本
設
計
を

終
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

市
民
、
行
政
、
市
議
会
が
協
力

し
な
が
ら
、
新
庁
舎
・（
仮

称
）
新
福
祉
会
館
建
設
は
絶
対

に
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
あ
る
べ
き
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

は
、
議
会
の
多
様
な
意
見
を
ま

と
め
て
い
く
意
見
調
整
・
合
意

形
成
で
あ
り
、
庁
内
全
体
を
引

っ
張
る
役
割
が
私
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
で
あ
る
。
精
一
杯
努
力

し
て
き
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も

努
力
し
て
い
く
。
な
お
、
問
責

決
議
に
つ
い
て
は
、
真
摯
に
受

け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

利
用
し
、
市
報
等
を
通
じ
て
積

極
的
に
市
民
へ
の
周
知
に
努
め

る
べ
き
。
イ
６
月
の
動
物
愛
護

法
改
正
に
よ
り
、
生
後
56
日
以

内
の
犬
猫
販
売
の
禁
止
、
動
物

虐
待
の
罰
則
強
化
、
販
売
業
者

に
対
す
る
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装

着
及
び
所
有
者
情
報
の
環
境
省

へ
の
登
録
等
の
義
務
、
ま
た
、

飼
い
主
へ
も
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

装
着
の
努
力
義
務
が
課
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
情
報
を
市
民
へ
周

知
・
啓
発
を
行
う
べ
き
。

総
務
部
長　

ア
機
会
を
捉
え

て
獣
医
師
会
に
相
談
し
、
講
師

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
も

含
め
、
よ
り
市
民
へ
の
情
報
提

供
を
図
れ
る
よ
う
お
願
い
し
て

い
き
た
い
。
イ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
周
知
等
、
他
市
の
周
知
方

法
も
参
考
に
研
究
す
る
。

事
前
周
知
の
不
足
が
大
き
な
原

因
と
捉
え
て
い
る
。
防
災
行
政

無
線
の
聞
こ
え
づ
ら
さ
、
担
当

課
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
可

能
な
パ
ソ
コ
ン
が
１
台
し
か
な

い
こ
と
な
ど
、
混
乱
が
多
く
、

迅
速
で
正
確
な
情
報
提
供
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
最
大
の
課

題
だ
っ
た
。
ま
た
、
市
民
の
中

に
は
、
災
害
イ
コ
ー
ル
避
難
所

と
い
う
意
識
や
、
避
難
所
に
は

物
資
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
の

意
識
を
持
っ
て
い
る
方
が
ま
だ

多
く
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
変
え

て
い
く
に
は
、
日
頃
か
ら
の
広

報
や
情
報
提
供
を
根
気
よ
く
続

け
る
し
か
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
同
時
に
、
他
市
の
施
策
等

も
研
究
し
、
よ
り
効
果
的
な
方

法
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

進
め
る
と
公
約
し
て
い
た
が
、

実
際
に
は
、
就
任
以
降
、
人
件

費
は
約
４
億
円
増
加
し
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
会

計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当

に
つ
い
て
も
、
総
務
省
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
解
釈
に
よ
る
と
、
市

の
財
政
を
考
え
れ
ば
、
段
階
的

な
対
応
が
交
渉
で
き
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
一
気
に
満
額
支
給

を
提
案
し
て
い
る
。
財
政
運
営

に
お
い
て
、
職
員
人
件
費
を
今

後
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
く
の
か
。

市
長　

ア
経
常
収
支
比
率
が

悪
化
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
真
摯
に
受
け
止

め
て
い
る
。
イ
大
変
厳
し
い
ご

指
摘
を
頂
い
た
。
な
お
、
職
員

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
優
秀
な

人
材
を
確
保
す
る
原
資
で
あ
る
。

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
の
確

保
は
家
族
に
と
っ
て
最
大
の
関

心
事
で
社
会
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ア
子
供

を
見
守
る
家
（
カ
ン
ガ
ル
ー
の

ポ
ケ
ッ
ト
）
の
現
状
と
今
後
の

方
向
性
は
。
イ
下
校
時
の
見
守

り
体
制
は
。
ウ
防
災
行
政
無
線

で
の
ふ
れ
あ
い
メ
ロ
デ
ィ
の
活

用
を
。
エ
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
条
例
の
具
体
的
動
向
は
。

オ
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
の
現
状

と
利
用
拡
大
へ
の
取
組
は
。
カ

わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
の
現
状

は
。
キ
民
間
事
業
者
と
の
連
携

の
現
時
点
の
動
向
は
。

学
校
教
育
部
長　

ア
登
録
件

数
は
11
月
１
日
現
在
で
千
191
件

で
あ
る
。
相
談
す
る
場
所
が
２

か
所
で
あ
り
、
今
後
、
こ
れ
ら

の
検
討
を
考
え
て
い
る
。
イ
各

小
学
校
の
通
学
路
安
全
点
検
結

果
を
盛
り
込
み
、
通
学
路
安
全

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
。

総
務
部
長　

ウ
引
き
続
き
ふ

れ
あ
い
メ
ロ
デ
ィ
の
目
的
を
市

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し

た
い
。
エ
こ
き
ん
ち
ゃ
ん
あ
い

さ
つ
運
動
の
更
な
る
周
知
を
図

り
た
い
。
オ
11
月
１
日
現
在
の

登
録
者
は
約
１
万
千
370
件
で
、

引
き
続
き
広
く
市
民
の
皆
様
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
周
知
に
努
め

る
。
カ
小
金
井
警
察
署
で
募
っ

て
お
り
、
申
込
み
を
し
た
団
体

に
は
犬
の
リ
ー
ド
に
付
け
る
パ

ト
ロ
ー
ル
グ
ッ
ズ
を
貸
与
し
て

い
る
。
キ
市
内
11
の
事
業
者
に

対
し
、
犯
罪
や
火
災
情
報
の
通

知
体
制
を
確
立
し
て
い
る
。

吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

今
年
の
秋
の
運
動
会
は
、
日

差
し
も
強
く
暑
い
中
で
開
催
さ

れ
た
。
市
で
は
、
各
小
・
中
学

校
に
３
張
か
ら
６
張
、
地
域
安

全
課
で
は
20
張
所
有
し
て
お
り
、

単
純
計
算
で
も
合
計
62
張
以
上

の
テ
ン
ト
所
有
が
確
認
さ
れ
る
。

市
内
14
の
小
・
中
学
校
が
同
じ

日
に
運
動
会
を
開
催
す
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
対
応
を
仕
組

み
化
し
て
来
年
度
か
ら
の
運
動

会
で
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ア
市
内
の
小
学
校
で
の
運
動
会

で
の
対
応
は
。
イ
市
所
有
の
テ

ン
ト
を
運
動
会
に
貸
し
出
せ
な

い
か
。
ウ
町
内
会
や
自
主
防
災

会
な
ど
に
テ
ン
ト
の
貸
出
し
を

要
請
で
き
な
い
か
。
エ
テ
ン
ト

の
運
搬
も
課
題
と
な
る
と
思
う

斎
藤
康
夫

（
市
民
会
議
）

基
本
設
計
で
は
、
新
庁
舎
が

免
震
構
造
、（
仮
称
）
新
福
祉

会
館
は
耐
震
構
造
と
な
っ
て
い

る
。
同
時
期
に
一
体
と
し
て
建

設
す
る
建
物
の
耐
震
シ
ス
テ
ム

を
別
構
造
と
す
る
の
は
「
船
頭

が
多
く
て
船
が
山
に
登
っ
た
」

状
態
で
あ
る
。
福
祉
会
館
の
利

用
者
は
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
、

子
ど
も
等
で
あ
る
。
震
度
６
や

７
の
地
震
に
対
し
、
耐
震
構
造

で
建
物
自
体
は
損
傷
を
受
け
な

く
と
も
、
人
間
は
立
っ
て
お
ら

れ
ず
、
家
具
、
什
器
や
備
品
が

転
倒
す
る
よ
う
な
揺
れ
に
見
舞

わ
れ
、
機
能
回
復
に
も
時
間
や

費
用
が
か
か
る
。
そ
れ
に
対
し
、

庁
舎
は
免
震
構
造
に
よ
り
職
員

は
守
ら
れ
る
。
新
庁
舎
と
（
仮

称
）
新
福
祉
会
館
を
違
う
耐
震

シ
ス
テ
ム
と
す
る
こ
と
の
合
理

的
、
人
道
的
理
由
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。
震
災
後
の
福
祉
会
館

の
機
能
回
復
ま
で
ど
の
よ
う
に

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
の

か
。
福
祉
会
館
の
利
用
者
に
大

地
震
の
揺
れ
の
危
険
性
、
恐
怖

を
感
じ
さ
せ
て
よ
い
の
か
。

市
長　
（
仮
称
）
新
福
祉
会

館
は
、
総
合
耐
震
計
画
基
準
で

は
耐
震
重
要
度
係
数
が
Ⅱ
類
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、

Ⅰ
類
を
目
指
し
て
耐
震
性
能
の

向
上
が
含
ま
れ
て
お
り
、
早
期

竣
工
を
求
め
る
声
に
適
切
に
お

応
え
で
き
る
連
結
免
制
震
を
採

用
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る

と
、
熟
慮
の
末
判
断
し
た
。
こ

の
基
本
設
計
を
確
実
に
成
し
遂

げ
て
い
け
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

が
、
協
力
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長　

ア
要
望
は

以
前
よ
り
あ
る
が
、
全
て
の
児

童
が
テ
ン
ト
の
下
に
入
れ
る
状

況
で
は
な
か
っ
た
。

総
務
部
長　

イ
事
前
に
調
整

し
、
必
要
に
応
じ
て
貸
し
出
し

た
い
。
ウ
協
力
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

エ
学
校
関
係
者
や
市
の
職
員
で

運
搬
の
手
伝
い
を
検
討
し
た
い
。

現状では一部の生徒しか
テントに入れない

https://www.youtube.com/user/koganeishigikai
市議会の本会議・委員会等の様子をYouTubeで配信しています。

高
齢
者
・
障
が
い
者
の

住
宅
施
策
と
ペ
ッ
ト
防
災

防
災
の
要
、「
自
助
」と

「
近
助
」の
周
知
を
急
げ

子
ど
も
た
ち
、み
ん
な
で

見
守
り
、地
域
の
中
で

市
議
会
か
ら
西
岡
市
長
へ

問
責
決
議
が
４
件
可
決

市
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

見
識
を
問
う

庁
舎
と
福
祉
会
館
の
耐
震

シ
ス
テ
ム
を
変
更
す
べ
き

市
の
テ
ン
ト
を
運
動
会
へ

貸
し
出
す
仕
組
み
を
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（
日
本
共
産
党
）

ス
ポ
ー
ツ
は
素
晴
ら
し
い
も

の
で
あ
る
。
趣
味
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
人
間
的
な
成
長
や
、

健
康
増
進
と
い
う
点
で
は
福
祉

的
な
要
素
も
あ
り
、
ま
た
災
害

時
に
は
施
設
が
避
難
場
所
に
も

な
り
得
る
の
で
防
災
対
策
に
も

な
る
。
市
は
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

環
境
整
備
に
責
任
が
あ
る
。
市

民
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
が
や
り
た

く
て
も
場
所
が
足
り
て
い
な
い

と
い
う
声
を
よ
く
聞
く
。
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
集
約
化
や
機

能
の
移
設
を
検
討
す
る
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
縮
小
の

方
向
で
は
な
く
、
充
実
し
て
い

く
計
画
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い

か
。
市
内
の
大
学
な
ど
の
グ
ラ

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

１
９
７
１
年
か
ら
１
９
７
９

年
ま
で
の
革
新
市
政
時
代
に
人

件
費
が
増
え
た
こ
と
に
つ
い
て

見
解
を
問
う
。
ア
革
新
市
政
以

前
の
保
守
市
政
に
お
い
て
も
、

500
人
を
超
え
る
職
員
が
増
え
て

い
る
。
人
口
急
増
の
時
代
で
、

下
水
道
整
備
や
学
校
、
保
育
園

建
設
な
ど
、
全
体
と
し
て
時
代

の
要
請
と
言
え
る
の
で
は
な
い

か
。
イ
職
員
増
に
伴
う
定
数
条

例
は
、
議
会
は
ほ
と
ん
ど
が
全

会
一
致
で
認
め
て
き
た
。
特
に
、

清
掃
公
社
の
直
営
化
と
警
備
職

員
の
正
規
職
員
化
に
よ
り
、
200

名
を
超
え
る
職
員
増
と
な
っ
た
。

清
掃
公
社
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
不
正
な
ど
で
解
散
に
至
り
、

直
営
化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

大
型
台
風
、
連
続
す
る
真
夏

日
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
、
異
常

気
象
は
年
々
深
刻
化
し
て
い
る
。

世
界
で
千
100
を
超
え
る
国
や
自

治
体
が
「
気
候
非
常
事
態
宣

言
」
を
行
っ
て
い
る
。
市
の
姿

勢
を
示
し
、
今
後
の
取
組
を
充

実
さ
せ
る
後
ろ
盾
と
な
り
、
市

民
へ
の
周
知
啓
発
に
も
な
る
。

気
候
変
動
に
対
す
る
更
な
る
取

組
を
。
ア
市
で
も
「
気
候
非
常

事
態
宣
言
」
を
行
わ
な
い
か
。

イ
宣
言
に
対
す
る
市
長
の
見
解

は
。
ウ
市
長
は
、
現
状
の
取
組

を
是
と
し
て
い
る
の
か
。
更
な

る
取
組
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

環
境
部
長　

ア
趣
旨
は
前
向

き
に
受
け
止
め
、
宣
言
に
つ
い

て
は
研
究
課
題
と
し
た
い
。

田
頭
祐
子

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

ア
都
市
部
で
は
８
割
、
農
村

部
で
は
６
割
の
小
学
生
が
、
平

日
の
放
課
後
に
外
遊
び
を
し
て

い
な
い
と
の
調
査
報
告
が
あ
る
。

文
部
科
学
省
は
幼
児
期
運
動
指

針
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
、
１
日
60

分
以
上
体
を
動
か
す
こ
と
を
推

奨
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
外
遊

び
の
実
態
調
査
を
行
い
、
楽
し

く
身
近
に
で
き
る
運
動
や
外
遊

び
を
進
め
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な

ど
を
市
民
協
働
で
作
ら
な
い
か
。

イ
国
は
拠
点
を
持
た
な
い
野
外

保
育
「
森
の
幼
稚
園
」
を
無
償

化
の
対
象
外
と
し
た
。
保
護
者

の
選
択
肢
を
広
げ
る
た
め
に
も
、

国
や
東
京
都
へ
の
働
き
か
け
を
。

ウ
台
風
に
よ
る
倒
木
で
閉
鎖
中

の
、
い
け
と
お
が
わ
プ
レ
ー
パ

ー
ク
の
早
期
再
開
を
求
め
る
要

望
書
が
届
い
て
い
る
。
市
の
土

地
で
な
く
と
も
、
必
要
な
事
業

の
再
開
の
た
め
に
整
備
費
を
出

せ
る
よ
う
仕
様
書
や
協
定
書
の

見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長　

ア
国
や
東

京
都
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
参

考
に
調
査
・
研
究
し
た
い
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

イ
地
域

や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
国
と
地
方
で
協

力
し
た
支
援
の
在
り
方
を
検
討

中
と
の
報
道
を
確
認
し
た
。
動

向
を
注
視
し
た
い
。
ウ
冒
険
遊

び
場
事
業
と
し
て
、
子
ど
も
が

遊
ぶ
最
適
な
環
境
と
認
識
し
て

い
る
が
、
整
備
費
の
規
定
が
な

く
、
協
議
中
で
あ
り
、
丁
寧
に

対
応
す
る
。

も
の
で
あ
る
。
社
会
党
、
共
産

党
、
公
明
党
も
賛
成
し
、
直
営

化
が
行
わ
れ
た
。
市
長
が
、
議

会
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
時
々

の
課
題
を
乗
り
越
え
て
き
た
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
ウ
現

在
、
定
数
管
理
や
人
件
費
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
様
々

な
統
制
を
受
け
て
い
る
と
考
え

る
。
過
去
の
問
題
を
現
在
の
視

点
で
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
。

行
政
経
営
担
当
課
長　

ア
時

代
の
要
請
と
い
う
面
と
、
大
き

な
財
政
負
担
と
な
っ
て
き
た
面

が
あ
る
。
イ
そ
の
時
々
の
必
要

性
を
乗
り
越
え
つ
つ
も
、
大
き

な
課
題
と
も
な
っ
た
。
ウ
効
率

的
な
自
治
体
経
営
に
努
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

ウ
ン
ド
や
体
育
館
を
市
民
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
市
と
し
て
要

請
・
調
整
す
る
な
ど
の
努
力
が

必
要
で
は
な
い
か
。

生
涯
学
習
部
長　

公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
の
基
本
的
な

方
針
に
留
意
し
、
ま
ず
は
既
存

施
設
に
つ
い
て
安
全
・
安
心
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
整
備
す
る

こ
と
が
最
優
先
で
あ
り
、
長
期

修
繕
計
画
の
作
成
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
民
間
や
大
学
に
お
け

る
類
似
施
設
を
開
放
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
重
要
な
方
法
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

も
複
数
回
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
引
き
続
き
努
力

し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
第
一
小
学
校
・
南

小
学
校
地
区
へ
の
児
童
館
の
建

設
を
求
め
ま
し
た
。

市
長　

イ
宣
言
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
に
受
け
止
め
て
い
る
。

市
民
の
方
々
と
環
境
全
般
に
つ

い
て
共
有
で
き
る
も
の
を
目
指

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
ウ
気

候
変
動
対
策
は
待
っ
た
な
し
で

あ
る
。
公
共
施
設
に
お
け
る
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
は
率
先

し
て
改
善
す
べ
き
課
題
の
一
つ

で
あ
る
。
公
共
施
設
の
中
で
60

％
以
上
を
占
め
る
学
校
、
ス
ポ

ー
ツ
関
連
施
設
に
つ
い
て
、
教

育
委
員
会
と
の
連
携
が
必
要
で

あ
り
、
教
育
長
に
取
組
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
常
々
話
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
新
庁
舎
・

（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
の
建
設

や
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
に
当

た
っ
て
も
、
計
画
的
に
取
り
組

み
、
気
候
変
動
へ
の
対
策
を
強

力
に
推
し
進
め
て
い
き
た
い
。

紀　

由
紀
子

（
公
明
党
）

平
成
30
年
の
調
査
で
、
15
歳

か
ら
64
歳
の
引
き
こ
も
り
の
推

計
は
全
国
で
約
115
万
人
に
上
り
、

そ
の
う
ち
中
高
年
者
の
引
き
こ

も
り
は
61
万
３
千
人
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
人
た
ち
は
社

会
か
ら
孤
立
し
が
ち
で
あ
る
。

ま
た
、
引
き
こ
も
り
に
対
す
る

社
会
の
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
、
窮
地
に
立
っ
て
い
て
も

「
助
け
て
」
と
声
を
上
げ
ら
れ

な
い
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
中
高

年
の
引
き
こ
も
り
問
題
に
早
く

か
ら
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
著

名
な
精
神
科
医
は
、
学
校
で
の

い
じ
め
、
職
場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ

な
ど
が
引
き
金
と
な
り
、
引
き

こ
も
る
こ
と
で
自
分
で
自
分
を

守
っ
て
い
る
と
述
べ
る
。
都
議

会
公
明
党
は
、
引
き
こ
も
り
訪

問
相
談
を
６
月
３
日
か
ら
35
歳

以
上
に
つ
い
て
も
支
援
を
拡
大

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
の
付
い
た
案
内
チ
ラ
シ
を

配
っ
た
。
受
付
は
各
市
町
村
の

窓
口
で
あ
る
た
め
、
市
の
き
ち

ん
と
し
た
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

ア
現
状
は
ど
う
か
。
イ
課
題
は

何
か
。
ウ
相
談
事
業
や
家
族
会

の
周
知
を
。
エ
相
談
事
業
の
支

援
の
拡
充
を
行
わ
な
い
か
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
平
成
30

年
度
中
の
相
談
実
績
は
、
月
１

回
の
相
談
が
５
件
、
自
立
相
談

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
９
件

で
あ
る
。
イ
相
談
の
声
の
拾
い

方
や
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
が
課
題

で
あ
る
。
ウ
掲
示
板
の
掲
出
も

含
め
、
周
知
し
た
い
。
エ
対
応

し
て
い
き
た
い
。

白
井　

亨

（
こ
が
お
も
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
で
き
な
か
っ
た
件
に
つ
い

て
。
ア
い
ざ
情
報
を
確
認
し
よ

う
と
し
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
集
中
し
、
閲
覧

で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は
。

イ
東
京
都
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
サ
ー

バ
ー
等
の
対
策
は
。
ウ
緊
急
災

害
時
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
が
小
金

井
市
か
ら
は
届
か
な
か
っ
た
の

は
な
ぜ
か
。
エ
防
災
マ
ッ
プ
の

「
浸
水
想
定
区
域
図
」
の
実
態

と
の
整
合
性
は
。

広
報
秘
書
課
長　

ア
東
京
都

と
の
共
同
運
営
の
自
治
体
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
が
原

因
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
イ
東

京
都
と
協
議
の
状
況
を
見
据
え

て
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

板
倉
真
也

（
日
本
共
産
党
）

ア
認
可
保
育
園
保
育
料
の
値

上
げ
は
、「
市
民
の
生
活
を
き

っ
ち
り
守
る
」、「
子
育
て
環
境

日
本
一
」
と
ど
う
結
び
付
く
の

か
。
イ
「
子
育
て
環
境
日
本

一
」
に
は
、
子
育
て
世
帯
の
国

民
健
康
保
険
税
の
負
担
を
軽
減

し
、
暮
ら
し
や
す
い
市
に
す
る

と
い
う
概
念
は
な
い
の
か
。
ウ

「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
の
実

現
に
は
、
多
子
軽
減
策
導
入
が

不
可
欠
で
は
。
エ
小
学
校
１
年

生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

市
長　

ア
保
育
料
の
値
上
げ

は
、
約
15
年
間
に
わ
た
り
見
直

し
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
市
の

置
か
れ
た
状
況
、
ま
た
保
育
の

充
実
を
図
る
上
で
必
要
な
も
の

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
保
育

料
の
増
額
分
に
つ
い
て
は
、
子

育
て
環
境
の
充
実
に
全
て
充
当

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

イ
国
民
皆
保
険
制
度
の
持
続
可

能
性
を
確
保
し
、
安
定
的
な
制

度
運
営
を
可
能
と
す
る
こ
と
が

重
要
。
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
健
全
化
に
努
め
、
一
般
会

計
か
ら
そ
の
他
繰
入
金
の
縮
小

削
減
が
進
む
こ
と
は
、
国
民
健

康
保
険
加
入
者
を
含
む
全
て
の

子
育
て
世
帯
に
向
け
た
施
策
充

実
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。
ウ
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

減
策
は
、
国
が
制
度
と
し
て
盛

り
込
む
べ
き
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
エ
医
療
費
に
関
す
る
も

の
は
、
国
や
東
京
都
な
ど
で
全

体
的
な
統
一
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
分
野
と
考
え
る
。

総
務
部
長　

ウ
１
台
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
用
の
パ
ソ
コ

ン
で
避
難
準
備
情
報
、
安
全
・

安
心
メ
ー
ル
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等

を
発
信
し
て
お
り
、
エ
リ
ア
メ

ー
ル
ま
で
手
が
回
ら
な
か
っ
た
。

エ
東
京
都
が
氾
濫
解
析
法
の
見

直
し
等
を
行
い
、
本
年
６
月
に

新
た
に
公
表
し
て
い
る
。
市
で

も
来
年
度
防
災
マ
ッ
プ
を
改
訂

し
、
全
戸
配
布
す
る
。

渡
辺
大
三

（
情
報
公
開
）

❶
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
場
跡
地

（
新
庁
舎
建
設
予
定
地
）
に
お

け
る
広
場
は
４
千
77
㎡
と
い
う

広
大
な
広
場
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
技
術
提
案
書
に
基
づ
い

た
広
場
は
、
一
番
大
き
い
広
場

で
も
千
270
㎡
し
か
な
い
。
子
ど

も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
遊
べ
る

よ
う
な
使
わ
れ
方
は
で
き
な
く

な
る
。
約
３
千
㎡
の
ま
と
ま
っ

た
広
場
を
残
し
て
い
く
工
夫
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
ど
の

程
度
の
面
積
を
整
備
し
た
い
と

考
え
て
い
る
の
か
。
庁
舎
建
設

等
担
当
部
長
は
、
市
長
か
ら
何

か
数
字
を
掲
げ
た
指
示
は
受
け

て
い
る
の
か
。

庁
舎
建
設
等
担
当
部
長　

具

体
的
に
何
㎡
と
の
目
標
を
持
っ

て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

❷
は
け
と
野
川
の
自
然
と
住

環
境
を
破
壊
す
る
都
市
計
画
道

路
２
路
線
の
新
設
問
題
に
つ
い

て
。
市
長
は
道
路
と
し
て
必
要

と
考
え
て
い
る
の
か
。
必
要
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

環
境
へ
の
配
慮
な
ど

市
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

意
見
交
換
の
機
会
の
継
続
を
改

め
て
強
く
要
望
し
た
。

４千㎡を超える現在の広場
浸水想定区域図と実態に
乖離があることも課題

時
代
の
要
請
に
応
え
た

革
新
市
政

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

充
実
を
求
め
る

大
人
の
引
き
こ
も
り
支
援

に
つ
い
て

も
っ
と
子
ど
も
に

自
由
な
外
遊
び
を

小
金
井
市
で
も

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」を

市
長
公
約「
子
育
て
環
境

日
本
一
」を
問
う

台
風
19
号
で

明
確
に
な
っ
た
課
題
と
は

新
庁
舎
に
は
３
千
㎡
の

広
場
を
残
す
工
夫
を
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第
４
回
定
例
会

関西電力における、｢原発マ
ネー｣ 還流疑惑の全容解明
を求める意見書

関西電力役員が多額の金品を受け取っていた「原発マネー」疑惑につい
て、政府に対し、関西電力役員らの国会招致に応じ、交付金などの還流
疑惑について、全容解明に責任を果たすことを強く求める。

－ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

ゲノム編集技術など遺伝子
操作技術の規制と表示を求
める意見書

ゲノム編集食品は、環境影響評価や食品安全審査をされず、食品表示もなく、
年内にも食卓に並ぶ見込みである。組換えＤＮＡ技術と同様の規制対象とし、
法規制対象食品のリスクなど、情報提供の仕組みを確立することを求める。

－ × × 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

再審法（刑事訴訟法の再審
規定）の改正を求める意見
書

①再審請求人の求めに対して、検察が有する証拠の全面開示について法
整備を行うこと、②再審開始決定に対する検察による不服申立てが、いた
ずらに行われることのないように制限を加えることを求める。

－ △ △ 議 △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

天皇陛下ご即位に当たって
の賀詞決議

天皇陛下は、風薫る佳き日にご即位され、日本国憲法の定めるところに
より、日本国及び日本国民統合の象徴として皇位を継承された。良き時
代となるよう希求し、小金井市議会は、謹んで慶賀の意を表する。

－ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × △ × × × △ － ○ ○ ○ × × × 原案可決

西岡市長の公約違反と政策
の迷走について厳しく責任
を問う決議

市長の １期 ４年間、６施設複合化の公約はゼロベースとなり、道路建設や婦
人相談員の問題に関しても突如対応を変えるなど迷走した。続発した事務
上のミスについても責任を感じているか疑問であり、厳しく責任を問う。

－ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × － △ ○ × × ○ × 原案可決

西岡市長やその関係者をめぐる
一連の指摘について自ら真相を
明らかにすることを求める決議

西岡市長が市議会議員候補の後援会に対し、現金供与した事実が明らか
になった。議会基本条例は、市長と議会の「緊張関係の保持」を規定し
ており、市長の姿勢は容認できない。真相を明らかにするよう求める。

－ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ － △ ○ × × ○ × 原案可決

教員の「 １ 年単位の変形労
働時間制」導入の中止を求
める意見書

本制度の導入は、教員が夏休み期間にまとめて休むという目的だが、実際に
は休めない実態があり、長時間労働の解決どころか、平日の長時間労働を固
定化し、助長する労働法制の改悪であるため、制度導入の中止を求める。

－ × × × × × × × × △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ － △ ○ × ○ ○ ○
否　決 

（議長裁決） 
（※ ２ ）

第
２
回
臨
時
会

平成２９年市議会議員選挙立候補者に
よる市内福祉施設の個人情報盗用事
案について真相糾明を求める決議

西岡市長の推薦で立候補した市議候補が、元の勤務先であった市内の福祉施
設の利用者個人情報を盗用して政治活動に利用していた。①市民に対し、一刻
も早く知らせること、②徹底的な真相糾明と再発防止を行うこと等を求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　公：小金井市議会公明党　　み：みらいのこがねい　　　共：日本共産党小金井市議団　　　お：小金井をおもしろくする会　　会：こがねい市民会議
情：情報公開こがねい　　　　　　改：改革連合　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　市：市民といっしょにカエル会　　緑：緑・つながる小金井

　  ○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
　  －：議員として在籍せず（※１） 議

　
決
　
結
　
果

自 公 み 共 お 会 情 改 ネ 市 緑

清
水
　
が
く

吹
春
や
す
た
か

湯
沢
　
綾
子

五
十
嵐
京
子

遠
藤
百
合
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

紀
　
由
紀
子

宮
下
　
　
誠

村
山
ひ
で
き

鈴
木
　
成
夫

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

水
上
　
洋
志

た
ゆ
　
久
貴

板
倉
　
真
也

白
井
　
　
亨

水
谷
た
か
こ

斎
藤
　
康
夫

渡
辺
　
大
三

篠
原
ひ
ろ
し

田
頭
　
祐
子

片
山
　
　
薫

坂
井
え
つ
子件　　名 要　　旨（提案議員が作成）

意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

※1　清水がく議員と水谷たかこ議員については、選挙後となる第2回臨時会より採決態度を掲載しています。 ※2　可否同数の場合、議長が可否を決定します。

小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます

この議会報は再生紙を使用しています。※ごみ減量と資源の再利用にご協力ください。
この印刷物は、植物性インキ（石油系剤を利用するかわりに植物油を溶剤としたインキ）を使用しています。

委員会の視察先とテーマ
議会運営委員会
１ 月15日～16日
▷大阪府堺市（議会ＢＣＰ（業務継続計画）について、議会力向上への
取組について）
▷京都府京丹後市（議員定数等に関する調査について、議会基本条例の
改正について、市民と議会の懇談会について）

厚生文教委員会
１ 月20日～21日
▷愛知県みよし市（障がい児医療的ケア費の給付について）
▷愛知県大府市（認知症施策について）

建設環境委員会
１ 月20日～21日
▷愛知県半田市（「マイレポはんだ」について）
▷愛知県岡崎市（生物多様性おかざき戦略について）

総務企画委員会
１ 月27日～28日
▷岐阜県岐阜市（内部統制の整備・運用について）
▷岡山県倉敷市（地域防災計画改定の概要について、平成３０年 ７ 月豪雨
災害時の避難所での対応について）

行財政改革推進調査特別委員会
１ 月30日～31日
▷兵庫県尼崎市（事務事業評価シートについて）
▷奈良県奈良市（ＲＰＡの導入について）

※�　過去の行政視察報告書は、議会図書室（本庁舎 ４階）または情報公
開コーナー（第二庁舎 ６階）で閲覧できます。また、行政視察報告書
を市ホームページで公開しています。

篠
原
ひ
ろ
し

（
改
革
連
合
）

空
家
等
実
態
調
査
報
告
書
に

よ
る
と
、
放
置
状
態
に
な
っ
て

い
る
空
家
は
、
家
屋
を
除
却
す

る
と
固
定
資
産
税
の
住
宅
用
地

特
例
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
に
一
つ
の
原
因
が
あ
る
。
空

家
の
存
在
は
、
治
安
、
安
全
・

安
心
の
問
題
、
ま
た
暴
風
雨
等

に
よ
る
被
害
を
引
き
起
こ
す
お

そ
れ
も
あ
る
。
現
在
、
市
民
農

園
利
用
へ
の
応
募
が
多
く
、
抽

選
が
常
態
化
し
て
い
る
状
況
で
、

家
屋
除
却
後
一
定
期
間
市
民
農

園
へ
の
利
用
契
約
が
な
さ
れ
る

場
合
は
除
却
費
用
の
助
成
制
度
、

固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
や
定

期
借
地
等
を
新
設
適
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
農
園
と
し
て

活
用
す
る
方
策
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。
市
内
で
民
間
事
業
と

し
て
始
め
ら
れ
た
貸
出
農
地
が

あ
る
。
料
金
は
４
㎡
で
年
６
万

円
、
８
㎡
で
年
９
万
円
程
で
あ

る
の
で
、
市
が
定
期
借
地
を
し

た
場
合
の
借
上
料
に
十
分
充
当

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

市
民
部
長
　
提
案
に
つ
い
て

広
く
捉
え
る
必
要
が
あ
り
、
参

考
に
し
て
今
後
研
究
・
検
討
し

て
い
き
た
い
。

湯
沢
綾
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

こ
こ
数
年
、
行
政
活
動
が
法

令
に
基
づ
き
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
疑
問
を
持
た
ざ
る
を

得
な
い
状
況
が
続
い
て
き
た
。

社
会
福
祉
委
員
へ
の
報
酬
誤
支

給
に
係
る
後
処
理
の
問
題
を
め

ぐ
っ
て
は
、
事
務
検
査
に
お
い

て
、
執
行
機
関
に
法
的
視
点
が

欠
如
し
て
い
る
こ
と
が
厳
し
く

指
摘
さ
れ
た
。
今
定
例
会
で
も
、

学
務
課
職
員
の
不
適
切
な
会
計

事
務
処
理
に
関
し
、
一
応
の
市

の
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、
そ
の

判
断
過
程
に
つ
い
て
は
十
分
な

説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ア

公
有
地
の
取
得
に
当
た
っ
て
は
、

公
有
地
拡
大
推
進
法
な
ど
、
依

拠
す
る
法
令
の
要
件
を
満
た
す

と
と
も
に
、
事
業
の
対
象
、
範

囲
、
目
的
や
財
源
等
に
つ
い
て

整
理
を
す
る
と
い
う
適
切
な
政

策
形
成
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
に
な

る
が
、
判
断
に
当
た
り
、
そ
う

し
た
検
討
は
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。
イ
キ
ン
ヒ
バ
リ
の
里
の
残

地
の
取
得
を
求
め
る
陳
情
が
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
市
長
も

当
該
土
地
が
市
に
と
っ
て
貴
重

で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い

る
が
、
な
ぜ
取
得
困
難
と
の
結

論
と
な
っ
た
の
か
。

生
涯
学
習
部
長
　
ア
法
適
合

性
は
当
然
の
こ
と
で
、
法
令
に

の
っ
と
り
判
断
し
て
い
る
。

市
長
　
イ
取
得
す
べ
き
と
い

う
議
会
意
思
は
重
く
受
け
止
め

て
い
る
が
、
所
有
者
の
意
思
が

示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

市
が
執
り
得
る
方
策
の
有
無
に

つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

片
山
　
薫

（
市
民
カ
エ
ル
）

❶
韓
国
で
は
有
機
生
産
物
を
、

無
償
給
食
で
使
用
し
、
自
然
保

全
、
生
産
者
の
安
定
、
格
差
是

正
等
に
つ
な
げ
て
い
る
。
ア
市

内
の
有
機
農
業
の
状
況
は
。
イ

都
市
農
地
貸
借
法
の
活
用
の
取

組
は
。
ウ
市
民
農
園
・
体
験
農

園
の
使
用
料
減
免
と
子
ど
も
食

堂
な
ど
へ
の
収
穫
物
の
寄
附
を

連
動
し
な
い
か
。

市
民
部
長
　
ア
市
内
に
有
機

Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
取
得
生
産
者
は

い
な
い
が
、
独
自
の
取
組
を
行

う
生
産
者
は
い
る
。
イ
民
間
の

市
民
農
園
設
置
を
推
進
し
た
い
。

ウ
農
商
公
福
連
携
は
重
要
と
考

え
て
お
り
、
研
究
し
た
い
。

❷
西
岡
市
長
は
自
分
の
公
約

に
自
ら
答
弁
す
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
な
く
、
無
責
任
で
あ
る
。

ア
こ
の
４
年
間
、
都
市
計
画
道

路
の
計
画
に
、
な
ぜ
明
確
に
反

対
を
示
せ
な
か
っ
た
の
か
。
都

知
事
へ
の
要
望
は
選
挙
対
策
で

は
。
イ
婦
人
相
談
員
の
非
正
規

化
を
な
ぜ
是
正
し
な
い
の
か
。

ウ
新
庁
舎
に
公
民
館
本
館
機
能

を
入
れ
る
現
計
画
は
不
十
分
で

あ
る
。
エ
台
風
被
災
地
へ
の
支

援
を
。
オ
学
務
課
問
題
の
速
や

か
な
解
決
を
。
給
食
調
理
委
託

計
画
を
進
め
て
い
な
い
か
。

市
長
　
ア
現
時
点
で
は
賛
同

で
き
な
い
。
イ
正
規
か
非
正
規

か
で
は
な
い
。
ウ
新
庁
舎
に
公

民
館
本
館
の
執
務
機
能
を
入
れ

る
。
エ
佐
久
市
か
ら
要
請
が
あ

り
、
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

オ
委
託
に
つ
い
て
進
展
し
て
い

る
こ
と
は
何
も
な
い
。

12月17日に、「議会基
本条例の検証」をテーマ
に、江藤俊昭さん（山梨
学院大学法学部教授）を
講師にお招きし、市民の
方にも公開しての議員研
修会を開催しました。

市内に開設された民間の
市民農園

空
家
除
却
後
の
税
減
免
で

市
民
農
園
に

政
策
判
断
過
程
の

法
適
合
性
に
つ
い
て

有
機
農
業
の
市
民
・
体
験

農
園
／
市
長
の
資
質
と
は

議員研修会を開催しました
次
の
日
程
で
開
催
し
ま

し
た
。
会
議
の
様
子
は
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

▼
　
11
月
27
日
（
水
）

▼
　
12
月
18
日
（
水
）

広
報
協
議
会
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次の定例会は令和2年2月19日（水）開会予定です。

特集１

特集２ 三宅村友好交流視察

原稿は議員が作成しております

市職員による不適切な会計事務処理問題
平成30年度(2018年度)決算不認定の大きな要因となった

小金井市教育委員会学校教育部学務課の職員が市内の小・中学校で平成30年度(2018年度)に使用された上下水道料金の決済伝票を机
の引き出しに入れたまま会計課に提出する手続を失念、東京都水道局からの督促状で気付き、私費で支払をしていたことが発覚しまし
た。小・中学校の電話料金も私費で支払い、その合計約92万円に加えて、本年4月分の小・中学校ガス料金及び電話料の支払遅延により
延滞利息金約2万8千円が発生していたことも明らかになりました (当該職員は令和元年8月末で依願退職) 。

日付 内　容

6月 3日 課内で不適切な会計処理が発覚

8月26日 議会へ第一報が報告

9月 2日 会派代表者会議で経過報告

9月18日 会派代表者会議で追加報告

9月24日 全員協議会

9月30日 決算特別委員会　冒頭にて複数議員より法的根拠に
基づく対応方針を示すよう要望され、保留

10月 3日 決算特別委員会　答弁に至らず保留

10月 4日 決算特別委員会　答弁に至らず保留

10月 8日 決算特別委員会　答弁に至らず第4回定例会へ継続
審査

11月 7日 決算特別委員会　問題解決への方針を示す

11月11日 決算特別委員会　採決にて一般会計決算が不認定

11月29日
本会議採決にて一般会計決算が不認定
問題解決を図るための一般会計補正予算案（第7回）
を可決

本来ダブルチェックを行うべき会計事務処理業務を年度替わりの繁
忙期などの理由で、当該職員1人で行っていました。当該職員は、支払
を失念していた事実を上司や同僚に相談・報告せずに私費で支払を行
った上、当該職員が支払ったことを証明する領収書等を破棄していた
ため事実確認に時間を要しました。

原因は

小金井市と三宅村は、1978年に友好都市盟約を結び、2018年10
月に40周年を迎えました。毎年、相互理解と親善を深めるため
に、小金井市から三宅村に伺っており、2019年10月に行われたな
かよし市民まつりには、三宅村からお越しいただいています。
2019年は11月15日～17日、市議会からは5人の議員が第20回産業祭
に参列、火山噴火からの復興の様子等を視察しました。

幕末の侠客小金井小次郎は、
喧嘩の罪で三宅島に流される。
在島中に、水に悩む村民の姿
を見て大きな井戸を作り、村
民を救いました。

1983年の噴火によって、阿古
集落は一夜にして溶岩流にの
み込まれました。数か月前に
実施した避難訓練の成果もあ
り、ひとりの死傷者を出さず
に、避難できたとのこと。

〇 小金井小次郎の井戸

〇 第20回産業祭

経過と議会の動き

〇 溶岩流にのまれた阿古集落

市は、私費払の約92万円の本来の債務者は当該職員ではなく小金井市であり、小金井市と記載された各債権者発行の請求書等を用いて支
払を行っているため、当該職員が小金井市の債務を弁済していることは明らかとしています。したがって、市は民法第697条に規定する事
務管理に該当すると判断して元職員へ返還する方針を示しました。

延滞利息金については、当該職員が私費払や事務処理漏れの発覚を恐れて期限内での支払を極めて困難にし、延滞金を発生させたものと
認定しました。したがって市は民法第709条に規定する不法行為に基づく損害賠償に該当すると判断して元職員に請求する方針を示しました。

以上の方針に基づき、該当職員から請求のあった場合に支払を行うための約92万円と、該当職員が発生させた延滞利息金約2万8千円を収
入する一般会計補正予算案（第7回）を11月27日の本会議に上程し、同日の予算特別委員会および29日の本会議で可決しました。

今後の対応方針は

教育費の決算審査が行われる10月3日以降3度の保留の後、第3回定
例会内での答弁に至らず、第4回定例会に継続審査となる異例の事態
に。11月7日の決算特別委員会にて、市の対応方針が示されるも、市の
法令遵守や事務執行の在り方が論点になりました。

決算特別委員会が異例の継続審査

再発防止

市長の指示により副市長を委員長とする小金井市コンプライアン
ス推進委員会を既に設置。単に法令遵守にとどまらず、庁内組織にお
ける要綱や通知、ルール及び社会規範を遵守することを包含する取組
を、市長部局のみならず行政委員会あるいは教育委員会を横断的に全
庁的に推進していくとしています。
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